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崎 市 立 地 域 総 合 センター 水 堂

尼崎市水堂町 2丁 目 35番 1号

電話 06-6436-8681
FAX 06-6436-8885
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そのサプリ、薬との相性は
大丈夫ですか ?

※認知症サポーター養成講座

■日時:6月 15日 (木 )

午後2時～午後3時半

■場所 :地域総合センター水堂

本館 集会室

■講師 :岡本 航策 さん

株式会社ジヤバンファーマシー

■市内在住の方

■参加費 :無料

■定員 :50名 ※申込み先着順

■申込み期間

5月 29日 (月 )～ 6月 9日 (当≧)

SDGs対象

午後1時30分～午後3時

■場所 :地域総合センター水堂

本館 集会室

■講師:立花南地域包括センター職員

■内容 :認知症の方への接し方などを深く

学び、地域でのボランティア活動に活かしま

す。

■定員:50名 ※申込み先着順

■申込み期間 :定 員になるまで随時

※受講終了後、認知症サポーターの証

としてオレンジリングをお渡しします。

SDGs対象
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■日時 6n29 nrnl

■市内在住の方

■参加費 :無料

■持ち物 :筆記用具
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みんなが仲 良く暮 らせ る社会 にするには、お金 や制 度だけではなく、みんな

の 【気持ち】や 【考 え方 】も大事 です 。

代表 的な取組み として「バ リアフリー」があります 。

これ は、道路 や建物 の段 差をなくしたり、エレベーターを設置 したり、車椅 子

で移動 しやすくする取組みです。

でも、バ リアフリーだけでは足りません。

点字ブロックの凹凸模様 の上を歩かない

ようにしたり、点字ブロックの上に

自転車を止めないようにしたりすることも必要です。

これ は、「心のバリアフリー」と呼 ばれます。

つまり、障がいのある人の気持ちや困りごとを、

自分事 として考えてあげることです。
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③ストローの両端を輪の内

側に貼りつける。

鰊骰鼈報魏鯰扮麒饂 ξ黎之
「鍼馘輻笞』筵之

毎週 火・水・本曜日 10時 30分～
'2時

 雨天中止

※ 保育所の行事等の部合により変更または中止になる場合があります。

詳しくは保育所に問い合ゎせください。体調不良のときはご利用をご遠慮ください。

今回は「ふんわり飛行機」です。

①画用紙を 25 cm× 2 cm

と15 cm× 2 cmに切る。

<用意するもの>
ストロー、画用紙

セロテープ、はさみ
②切つた画用紙を輪にして、テ…プで

留める。

輪の小さい方を

前にして飛ばして

みてね。
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保育所の日度で

遊びきせんか ?

完成 :
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